
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

9 月 9 日(土)、学校近隣の町内会館で西帯広地区の「ノーマライゼーション推進協議会 役

員・理事会」が開催され、本校の瘧師校長が「見えにくさの理解と盲学校の役割」というテ

ーマで講演しました。 

講演会には、帯広市の担当職員をはじめ、西帯広地区の連合町内会の会長様、近隣の学校

の校長先生、施設や事業所等の方々が参加されました。 

瘧師校長は、帯広盲学校が西帯広地区に根付いてから 65 年が経過し、地域の理解を得なが

ら教育活動への支援をいただいていることのほか、道内や全国の盲学校の状況、見えにくい

方の障壁となるもの、それに対しての工夫や配慮について説明しました。 

また、ICT の発展等により、子どもがスマートフォンやタブレット端末、携帯型ゲーム機

などを長時間近い距離で画面を見続けることで、急に視力低下となる子どもが増えてきてい

ることについても言及しました。 

最後に、「盲学校・視覚障がいを理解してもらうとともに、学校は地域に支えられるだけで

なく、学校が地域に貢献できることを考えていきたい」と、地域と良好な関係性の継続を求

め講演を終了しました。                     （文責 土屋） 
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｢人にやさしいまちづくり｣ミニ講演会 


